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2016年 2017年

世界 3.2 % 3.7 % 3.9 % 0.0 3.9 % 0.0

先進国 1.7 % 2.4 % 2.4 % -0.1 2.2 % 0.0

 米国 1.5 % 2.3 % 2.9 % 0.0 2.7 % 0.0

 ユーロ圏 1.8 % 2.4 % 2.2 % -0.2 1.9 % -0.1 

　　ドイツ 1.9 % 2.5 % 2.2 % -0.3 2.1 % 0.1

 日本 1.0 % 1.7 % 1.0 % -0.2 0.9 % 0.0

 英国 1.8 % 1.7 % 1.4 % -0.2 1.5 % 0.0

 カナダ 1.4 % 3.0 % 2.1 % 0.0 2.0 % 0.0

新興国 4.4 % 4.7 % 4.9 % 0.0 5.1 % 0.0

 中・東欧* 3.2 % 5.9 % 4.3 % 0.0 3.6 % -0.1 

 ロシア -0.2 % 1.5 % 1.7 % 0.0 1.5 % 0.0

 アジア 6.5 % 6.5 % 6.5 % 0.0 6.5 % -0.1 

　　中国 6.7 % 6.9 % 6.6 % 0.0 6.4 % 0.0

　　インド** 7.1 % 6.7 % 7.3 % -0.1 7.5 % -0.3 

　ASEAN5ヵ国*** 4.9 % 5.3 % 5.3 % 0.0 5.3 % -0.1 

 中南米ほか -0.6 % 1.3 % 1.6 % -0.4 2.6 % -0.2 

　　ブラジル -3.5 % 1.0 % 1.8 % -0.5 2.5 % 0.0

　　メキシコ 2.9 % 2.0 % 2.3 % 0.0 2.7 % -0.3 

 中東･北アフリカほか 5.0 % 2.2 % 3.5 % 0.1 3.9 % 0.2

 サハラ以南のアフリカ 1.5 % 2.8 % 3.4 % 0.0 3.8 % 0.1

　　南アフリカ 0.6 % 1.3 % 1.5 % 0.0 1.7 % 0.0
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IMF（国際通貨基金）は7月16日に最新の世界経済見通しを発表しました。2018年、2019年の世界の成長率予
測を共に3.9%で据え置いたものの、成長率がピークに達したとみられる国もあるなど、各国の経済成長には更な
るバラつきが生まれ、見通しに対するリスクは高まっているとしています。

先進国の成長率は、2018年は2.4%、2019年は2.2%になる見通しです。米国については、減税や政府支出の
増加などを背景に、GDP成長率が潜在成長率を上回るペースで拡大を続けるとしており、2018年の成長率予測
は2.9%、2019年は2.7%で据え置き、引き続き先進国の成長をけん引するとしています。ユーロ圏では、ドイツや
フランスで今年1-3月期の経済活動が予想より弱かったことや、イタリアで政治的不透明感が高まったことなどか
ら、2018年、2019年ともに成長率予測を下方修正しました。日本については、2019年の成長率予測については
据え置いたものの、今年1-3月期の民間消費と投資が予想を下回ったことなどを背景に、2018年は1.0%へ下方
修正しています。

新興国については、2018年4月の見通しを据え置き、2019年にかけて成長が加速するとしています。中国につ
いては、成長率予測を据え置いたものの、金融業界への規制強化が効き始めることや、外需が弱まることなどか
ら、2018年の成長率予測は6.6%、2019年は6.4%と成長ペースを緩めるとしています。また、インドについては、
予想を上回るペースの金融引き締めなどから、ブラジルについてはストライキや政治的不透明感の高まりなどか
ら、成長率予測を下方修正しました。

IMFは今後のリスクとして、短期的に最も脅威となるのは、貿易摩擦の激化であると指摘しており、世界経済の
成長持続のためには、各国が保護主義的な施策を避け、貿易の持続的な成長を促すような協調的な解決策を見
つけることが不可欠であるとしました。また、米金融政策の動向や、欧州や中南米などでの政治的な不確実性に
ついても言及しています。

ＩＭＦの世界経済見通し

※上記は過去のものおよび予測であり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

＜白背景部分は2018年4月時点の予測との比較（％ポイント）＞

ＩＭＦの世界経済見通し
～2018年、2019年ともに成長率予測は据え置き

（出所：IMF「World Economic Outlook Update, July 2018」）

主な先進国（上）、新興国（下）の経済成長率
（2018年予測、2019年予測）

*ロシアなど、CIS（独立国家共同体）構成国を含まない
** 年度ベース（上記各年の4月から翌年3月まで）
***インドネシア、マレーシア、フィリピン、タイ、ベトナム


